
一
New Facilities

波浪テータ処理装置 Wave Experiment Control and 
Analysis System 

EWSによる経済的・効率的な

水理実験システム
An economical and efficient hydraulic experi­
ment system using EWS 

楳型を使った波浪水理実験は 、 海岸構造物の詳細な設計

検討において重要な位四を占める。この実験設備の制御

・計測は 、 一般的にミニコンが使用されている。二次元

水路実験設備の設置に伴い `―コンに代わり 、 最近登

Wave experiment on hydraulic models are important in 
the design of coastal structures in detail. Control of the 
experimental facilities and data processing have usually 
been performed with mini-computers. we instead 
introduced an engineering work station (EWS) when 
constructing our two-dimensional wave generation 
equipment. Based on this. an economical and efficient 
hydraulic experiment system will be built, thus hasten­
ing research and reducing the need for man power. 

場したエンジニアリングワークステーション(EWS)を導

入した。これによって、 経済的で効率的な水理実験シス

テムが構築でき 、 研究工程の短縮と省力化が期待される。

1 I 
海岸構造物設計に不可欠な

波浪水理実験

火力発池所 、 原子））発定所を建設する

楊合 、 台風などによる波浪から発咆所を

守るため ｀ 沿序にlりji皮提 、 競岸等の海i i!:

構造物を設i五する。

この海が構造物の設計は 、 ー1•分な強J変

と倍頼性の検討とともに 、 その設附によ

る彩咽を・ギ前に評価し 、 必要な場合はそ

の対策を検対しなければならない。

この設叶検討に1祭しては 、 多くの場合、

松印を1史った波浪水理実験を行っている。

例えば、 •世紀の大事業である本四連絡桃

においても 、 Ill}も裔の主硲の設計に当たっ

ては波浪水理実験が行われた。

21 
二次元と三次元の

波浪水理実験設備

板型を使った波浪水理実験は、 一般に

次の設備を用いて行う。

① 水槽または水路

② iIどを起こす造波機

③計測器（波硲流辿波圧等）

④ i皮浪デーク処理装訳（計符機）

⑤ 段型（構造物 、 地形形状）

当研究所には 、 二次JC水路と平面水槽

の波浪実験設備がある。

二次元水路は 、 深さと長さ（i皮の進行

方向）方向の二次元的現象を対象とした

基本実験を 、 平社i水栖は柚の広がりも考

應した三次元的な応lfl尖験を行っている。

3 1 EWSを用いてデータを 一括処理

(1) ミニコンJ糾設に代わりEWS祁入

一般に、 波浪水理実験の計測と制御は

ミニコンが多く用いられてきた。しかし 、

実験の計測・制御に加え 、 データ解析・

図化処理を並行して1.j•おうとするとシス

テムが大規楳となる．

今回 、 二次元水路実験設備の設骰に1'l:

い、 ミニコン増設の代わりに、 計測・ 制

御・テータ解析 ・図化処理を効率良〈1f:

行して行えるエンジニアリングワークス

テーション(E\VS)を祁入した。

また 、 EWSが不得手である31il11)と制御

を行う部分は 、 別の専m装itt(tl•ili)制御

装置）に受け持たせることにより 、 コン

パクトなシステムとした。（第3 i;gj) 

(2) 実験・データの複数並行処理が可能
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EWSは 、 一つのCRT1山iITriしにいくつも

のウィンドウをl}ilくことができ、 それぞ

れのウィンドウで別々の作菜を1百1時に処

理できる。（第1 t図）すなわち 、 EWSl台

で何台ものバ ‘ノコンと同等の作業を柏行

して処狸できる。その上、 演邪処理 、 �I

化処理 、 ネットワーク機能はパソコンに

比べ数段勝っている．

こうした艮所をもっているEWSを水

理尖験システムに祁入した粘果、 実験を

行うと同時に得られたデータをi!lll巫に解

析、 固化し、 次の尖験へのフィ ー ドパッ

クが可能となった。（第2凶）

(3) EWSをnlいたデータ処理機能

災験およぴデータ処狸は、 各種のメニ

ュ ー i暉iiによって、 初心者でもマニュア

ルなしに対話形式で簡りU.:J菜作できる。

主な機能は次のとおり．

① 計測器の閻投

② 造波機制御1;1号の作成

③ 実験コントロ ー ル （造波機の起動 、

計測のllll始）

④ データ��{Ti·（波高、 周期 、 流速 、 ス

ベクトル 、 統計処理等）

⑤ 解tJi•結果の凶化（グラフ 、 等席線等）






